
学校だより「花里の子」
令和７年度 第８号（令和７年７月１８日） 伊丹市立花里小学校長 小木曽 笑子

充実した楽しい夏休みにしましょう！

子どもたちと一緒に考えた子ども像「笑顔いっぱい やさしさいっぱい チャレンジいっぱ
い」に向かって、１学期は、「あいさつ」に取り組んできました。見守りたいの皆さんからも、
子どもたちの元気なあいさつを褒めていただきました。校門でも、笑顔いっぱいのあいさつを
してくれています。
終業式では、1学期のまとめとして『挨拶絵本』(五味太郎：著

ブロンズ新社）を紹介しました。前半のあいさつ部分は、子どもた
ちにも参加してもらって読み聞かせをしました。あいさつは、人間
関係の基礎です。絵本は後半部分で、場面に応じたあいさつができ
るように、子どもたちで考えるようになっていますが、今回は時間
の都合で割愛しました。
あいさつは、人の心と心をつなぐ魔法の言葉です。元気の良いあ

いさつは、相手の気持ちを優しくするだけでなく、自分の気持ちを
明るくします。優しい気持ちや明るい気持ちのときは、自然と笑顔
になります。花里小学校を笑顔でいっぱいにするために、夏休みも
「おかめさ」のあいさつを頑張って欲しいと伝えました。そして、担任の先生から「のびるち
から」を受け取ったときも、あいさつを返しましょうと話しました。さて、どんなあいさつを
返したのでしょうね。お子様に聞いてみて下さい。

あいさつは、人の心と心をつなぐ魔法のことば

夏休み宿題やっつけ隊
７月22日(火）～24日(木）
8:45～9:45 しらべるーむ
夏休みも生活リズムや学習する習慣

を崩さないで欲しいと思います。そこ
で、学習ボランティアのみなさんにご
協力いただき、今年も自習室を開くこ
とにしました。
プリント集やワークなど座学ででき

る宿題をもって来て、しらべるーむで
学習しましょう。事前の申込は、不要
です。

約束
・静かに座って学習する
・歩いて登校する
・運動場で遊ぶときは、一度家に帰る
・ボランティアさんの話を聞く

運動場開放
夏休み期間中も花里っ子に運動場を開放します。

時 間 平日の１０：００～１７：００
（8月12日～15日を除く）

約束は、いつもと同じです。ゆずり合って､みんなが楽
しく遊べるようにしましょう。スポーツクラブの活動のじゃ
まにならないように気をつけましょう。

図書館開放

夏休み中もたくさんの本を読みましょう。

７月２３日（水）９:００～１０:００
８月２５日（月）９:００～１０:００
本の返却、貸出もできます。司書の先生もいてくれ
ます。



行事予定
８月
28日(木) 始業式 11:30下校
29日(金) 給食開始 自主学習教室 13:30下校
９月
１日(月） 身体測定(6年)
２日(火) 身体測定(5年)
３日(水) 身体測定(4年）委員会活動(5･6年)

夏休み作品展(～5日)
４日(木) 身体測定(3年)
５日(金) 人権教育参観・懇談会 体操服販売

14:30下校
８日(月) 全校朝礼(Zoom）身体測定(2年)

花里読書まつり(～19日)
教育実習(～10月3日)

９日(火） 身体測定(1年) 表彰
10日(水) フィールドワーク 自主学習教室
16日(火) 視力検査(6年)
17日(水) 視力検査(5年) クラブ活動(4～6年)
18日(木) 月曜校時 視力検査(4年)
19日(金) 視力検査(3年) 自習教室
22日(月)  視力検査(2年)
24日(水) 視力検査(1年)自主学習教室
30日(火) 社会見学(3年)

浮いて待て！着衣泳を行いました

体育館の空調工事は、７月16日に学校へ
の説明と引き渡しが終了しました。17日に
職員への使用説明を終え、体育館が通常通
り使える状態になりました。
そこで、1学期の終業式は、体育館で行
いました。毎年、暑さ指数を気にしながら
の終業式ですが、今年は心配無用です。空
調工事が終わった体育館にエアコンを入れ
ての終業式です。子どもたちも涼しい体育
館に感激している様子でした。
今後は、スポーツクラブ21はなさとの理
事の皆さんへの説明を行う予定です。

本校の水泳学習の締めくくりは、着衣泳です。今年も高学年
の子どもたちが着衣泳を体験しました。着衣泳では、水難事故
から身を守るための知識と技術を学びます。
学習の１つめは、服を着たまま水に入ると衣服が体にまとわ

りついて、動きが制限されることを体験します。また、靴を履
いていることで、足が動きにくくなることを知ります。水着で
水に入る時とは違った動きや感覚があることを学びます。
２つめは、衣服や靴、持ち物などに備わっている浮力を利用

して、水面に浮き続け、体力の消耗を抑えながら救助を待つ方
法を体験します。背浮きやペットボトルなどの浮力体を活用す
る方法があることを学びます。
着衣泳を体験することで、水難事故は誰にでも起こりうると

いうことを認識し、より慎重な行動をとるように心がけること
ができるようになってほしいと
考えています。

先日の市内一斉パトロール
の際に「学校周辺の用水路や
川で遊んでいる子どもたちを

見かける｡」というお話を伺い
ました。浅くても、危険です。決し

て入らないように学校でも指導します
が、ご家庭でもお子様にお話をしてい
ただければ嬉しいです。子どもだけで、
水遊びに出かけることがないように見
守りと声かけをお願いします。


